
ケアマネジメントの展開 

「認知症に関する事例」タイムスケジュール 
２－１ 

時間 修得目標 講義のポイント ミニワークテーマ 
ミニワークの 
ポイント 

10：00～10：10 導入 
研修記録シートの目標を確認 

アイスブレイク 
  

10：10～11：20 
（70 分） 

 
第１節 
四つの代表的な
認知症の特徴と
ケアのポイント 
 
 
 
 
 
第２節 
療養上の留意
点・倫理的な対
応及び起こりや
すい課題 

 
 
 
 
①四つの代表的な
認知症の特徴とケ
アのポイントを述
べることができる 
 
 
 
 
療養上の留意点・
倫理的な対応及び
起こりやすい課題
について説明がで
きる 

 
 
 
 
１．認知症にかかる事例を学ぶ意

義 
２．認知症の定義と原因疾患 
３．代表的な認知症の知識 
４．治療可能な認知症の原因疾患 
５．他の症状との区別 
 
１．認知症の症状と生活障害 
２．中核症状の理解 
３．行動・心理症状（ＢＰＳＤ）の

理解 
４．認知症のステージアプローチ 
５．薬物療法と非薬物療法 
６．認知症の人へのケア 

 

理解度を確認 

11：20～11：30 
（10 分） 

休憩 

11：30～12：25 
（55 分） 

 
第３節 
独居で認知症の
要介護者等にお
けるアプローチ
における視点や
方法 
 
 
第４節 
認知症の要介護
者と同居しえい
る家族に対する
支援や地域への
配慮と協働の必
要性 
 
 
第５節 
認知症ケアの考
え方に基づくケ
アマネジメント
への展開方法の
ポイント 
 
 

 
 
 
 
独居で認知症の要
介護者等における
アプローチにおけ
る視点や方法につ
いて説明できる 
 
 
 
認知症の要介護者
と同居している家
族に対する支援や
地域への配慮と協
働の必要性につい
て説明できる 
 
 
 
認知症ケアに基づ
き、ケアマネジメ
ントへの展開方法
のポイント（倫理
的な対応、医療職
をはじめとする多
職種連携、行動・心
理症状（BPSD）、環
境調整へのアプロ
ーチ等）について
説明できる 
 

 
 
 
１．独居の認知症の人へのアプロー
チ 

２．独居の認知症の人のケアプラン
の注意点 

３．独居の認知症の人のリスクマネ
ジメント 

 
 
 
 
１．家族に対する支援 
２．認知症の人と地域包括ケア 
３．地域の社会資源と協働の必要性 
 
 
 
 
 
１．倫理的な対応 
２．医療職をはじめとする多職種連

携 
３．行動・心理症状（ＢＰＳＤ）、

環境調整へのアプローチ 
 
 

  

12：25～13：25 
（60 分） 

昼食・休憩 

※ミニワークについては、適宜実施するものとする 

 

 



ケアマネジメントの展開 

「認知症に関する事例」タイムスケジュール 

２－２ 

時間 修得目標 講義のポイント ミニワークテーマ 
ミニワークの 
ポイント 

13：25～13：40 
（15 分） 

 
第６節 
認知症の特性に
応じたケアプラ
ンプロセス 
 
 
 
 
 
 
第７節 
継続学習の必要
性と具体的な学
習方法（講義） 
 

 
 
 
 
認知症の特性に
応じたポイント
を踏まえたケア
プランプロセス
を実施できる 
 
 
 
 
 
継続学習の必要
性と、具体的な
学習方法を述べ
る事ができる 
 

 
 
 
 
１．インテーク 
２．アセスメント 
３．ケアプラン原案作成 
４．サービス担当者会議 
５．サービス提供や介入 
６．モニタリング 
７．評価 
 
 
１．継続学習の必要性 
２．具体的な方法 

 
 
 

 

13：40～16：20 
（160 分） 

（適宜休憩含） 
 
第７節 
継続学習の必要
性と具体的な学
習方法（演習） 
 
 

継続学習の必要
性と、具体的な
学習方法を述べ
る事ができる 
 

本人・家族の困りごと、希望、要望 
介護支援専門員視点からの困りごと 
今後の見通し 
 
演習 15-③-2 

 
テキスト 
ｐ213 を参照 

認知症の人の行動の意味を探る視点 
 
演習 15-③-5 

 
テキスト 
ｐ220 を参照 

16：20～16：30 
（10 分） 

振り返り 
全体の振り返り 
ポイントについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






